
一般常識講義録⑦  

日本の国際観光の歴史  

動画  

地方とインバウンド 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg9491.html  

迎賓館一般公開 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg13748.html?nt=1 

日本版 DMO 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg13356.html?nt=1 

観光立国推進閣僚会議 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg11834.html?nt=1  

中国人向けマルチビザ 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg4887.html?nt=1 

東日本大震災後のインバウンド 

https://www.youtube.com/watch?v=HiggFU

nQaIQ  

観光庁設立 

http://nettv.gov-

online.go.jp/prg/prg2246.html?nt=1 

IR 法案 

https://www.youtube.com/watch?v=bqDHVx

WJD0M 

中国人闇ガイド（一瞬高田登場！） 

https://www.youtube.com/watch?v=KD91MH

tHllg 

規制改革 

https://www.youtube.com/watch?v=oxp89v

DNFvM 

民泊緩和 

https://www.youtube.com/watch?v=Pp_TiQ

pC9BU 

https://www.youtube.com/watch?v=4CgUQB

0QFmc 

ウーバー（ライドシェア） 

https://www.youtube.com/watch?v=S3FVjQ

xQlTk 

https://www.youtube.com/watch?v=HC5zur

wvBd0 

爆買い 

https://www.youtube.com/watch?v=7GhAvb

WJ130 

訪日外客 2400万人 

https://www.youtube.com/watch?v=8YkeVU

WOnwQ 

ハラール 

https://www.youtube.com/watch?v=SoBVey

RBeJM&list=PLyzv-

18cWKXpZUSpoGyixeAHo_Y5wB_kQ 

LCC 

https://www.youtube.com/watch?v=bSb3eS

iN6V8  
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高田の独り言  

「観光立国」に物申す 明治時代以降、日本

にとって訪日外客 とは欧米人を意味して

いました。それが 1985 年には欧米人（欧

州、南北アメリカ、 オセアニア）とアジア

人の訪日外客数が ほぼ同じになり、その後

は一貫して訪日 外客とはアジア人が欧米

人を上回るよう になりました。そして 90 

年代をとおして 韓国人、台湾人が米国人を

上回り、2006 年にはついに中国人が米国人

を上回るよ うになりました。 職業柄、私は

英語通訳案内士の方々に しばしばお会い

しますが、英語資格だけ お持ちの方に共通

しているのが、「そも そもこの国は欧米人

中心に受け入れてき たはずなのに、このご

ろ新参の東アジア 勢ばかりで、しかも彼ら

の言葉や習慣が 分からないので我々英語

案内士の出る幕 が少ない。さらに政府も東

アジアばかり みて、欧米を軽視しているの

では？」と いう複雑な感情です。  相対的

に経済が低迷する日本政府とし ては、欧米

人に比べて消費額も入国数も 多い東アジ

ア人を積極的に受け入れるの が得策と考

えたのでしょう。2005 年の 愛・地球博を

契機に台湾人と韓国人にビ ザを免除し、観

光庁成立後は中国に対し てビザ発給を緩

和したり個人ビザを出し たりします。それ

が功を奏してというべ きか、2009 年以降、

春節は銀座や秋葉原 が、春には上野公園や

嵐山などが中国人 だらけになり、旅行業者

にとっても旧正 月をかきいれ時とするの

が「常識」とな りつつありました。  

そして国土交通省から観光庁が分離・ 発足

したのが 2008 年 10 月です。日本は 外国

人観光客を積極的に受け入れる「観 光立国」

を目指すということなのですが、 これも日

本経済の低迷と周辺国、特に中 国経済の羽

振りの良さに起因します。入 国数も韓国、

中国、台湾、米国、香港の 順に多く、これ

だけみても東アジア諸地 域が総数の 7 割

近くを占めているのです。 

 しかし 2011 年 3 月の東日本大震災があ 

ってから、その流れはぴたりととまりま す。

そして早くも同年 4 月から 5 月にか け

て、観光庁は訪日促進のために北京、 ソウ

ル、台北を訪問しました。それと同 時に質

より量とばかりに、大阪や九州に おいては

通訳案内士がいなくとも買い物 ツアーが

できるように総合特区に指定す る案を国

会に提出しました。そして実際 のところ沖

縄、九州、被災地に関しては 総合特区とし

て指定されました。 私はこのあからさまな

拝金主義が情け なくなりました。要するに

日本は不景気 だから景気のいい中国人、ま

たは韓国人、 台湾人たちを日本に呼んで、

金を使わせ ようということなのです。欧米

人に対し ては相手を対等な存在と見なし、

誇りを 持って日本を紹介する気概もある

のです が、東アジア人に対してはお金をも

って きてくれればいいといわんばかりの

存在 で、対等な立場で交流する上で欠かせ

な い、自国について紹介しようという気持 

ちが全く感じられないのです。 実際のとこ

ろ、日本に来て日本の伝統 文化や日本人の

価値観など、目に見えぬ ものにまで関心を

示す東アジア人は、欧 米人に比べてそれほ

ど多くありません。 

東アジア人にとって大切なのは、食べ物、 

温泉、記念写真、そしてなによりもショ ッ

ピングなのです。だからと言って相手 のこ

とをどうせ我々に興味のない連中だ と決

めつけ、「自己紹介」を怠ってよい ものでし



ょうか。相手がこちらの本当の 姿に関心が

なくても、より一層興味を持 っていただけ

るよう「自己紹介」をすべ きだと思います。 

一般的に欧米人以上に東アジア人は口 コ

ミで動きます。せっかく日本まで足を 運ん

でくれたお客さんを、日本通になっ て帰っ

ていただくことでリピーターを確 保し、さ

らに新規顧客も連れてきていた だくとい

うほうが、買い物だけしてもら ってあとは

バイバイするよりもずっとよ いと考える

のです。 当道場の翻訳の教材で、結構日本

人の 精神面や伝統文化について勉強する

のは、 このようなことを説明できるように

なっ ていただきたいからです。そしてそれ

が 「観光立国」と銘打った「物売り立国」 

を目指し、その準備を着々と行う観光庁 に

対する私のささやかな抵抗なのです。  

  

日本の観光政策略史  この「独り言」は、

本当に独り言で、 通訳案内士のはしくれと

しての私による 観光庁批判というような

感じになってし まいますこと、あらかじめ

お断りしてお きます。  先ほども述べまし

たが、もともと日本 のインバウンドは、欧

米人向けでした。 ですから通訳案内をする

ガイドも英語が 圧倒的に多く、英語ガイド

は中国語や韓 国語のガイド業に関してノ

ータッチの状 

態が続きます。そこで台湾や韓国の旅行 会

社は通訳案内士法を無視して自国から 「ガ

イド」と称する人を添乗させ、まが いもの

のガイディングで日本を案内する という

不健全な状態が続いたのです。そ の結果、

旅行者は増えても日本側の収益 につなが

りにくくなったのです。  しかし通訳案内

士を雇わなくても特に 罰則を適用しない

という状態は続きます。 また、特に中国人

観光客の特徴として、 金閣や富士山などの

名所で記念写真をと り、ショッピングをし

て温泉につかる以 上のことを訪日旅行に

求めず、ガイドの 説明にまで関心をよせな

いケースが多い という現状があり、通訳案

内士の存在に ついてはおざなりになって

きました。し かし法治国家の建前上、通訳

案内士法を 守らねばなりません。そこで観

光庁は 2010 年に「通訳案内士のあり方検

討会」 なるものを数度にわたって開きます。

私 も何度も傍聴してきましたが、あの場で 

通訳案内士資格を持つ人は毎回約 20 名中 

2，3 人に過ぎず、案内士を使う旅行会社 側

の参加者の方が多いくらいです。明ら かに

「通訳案内士のあり方」と銘打って おきな

がら、旅行会社が日当の高い案内 士をなる

べく使わなくても違法にならな いように

法改正をしたいという雰囲気が あからさ

まな集まりでした。 そして観光庁は首都圏

と英語に偏った 通訳案内士を補うためと

言いつつ、2010 年秋に北海道や九州にすむ

中国人や韓国 人が難しい案内士試験をと

らずとも、簡 単な研修を受けるだけで該当

地域のガイ ドができるようにしようとい

う法案を提 案します。  

しかし具体案になると全く決まってお ら

ず、「研修」とやらのガイドラインも、 主催

者も不明でした。研修などという儲 からな

い商売は誰もしたくないのです。 そこで

2011年になると観光庁はそれまで の「通訳

案内士のあり方検討会」では出 ていなかっ

た「総合特区制度」を利用し てアジアから

のクルーズ船が多い九州な どに限って地

方自治体が在留外国人に 「にわかガイド」

研修をうけさせるとい うことで、何の試験



もなしにガイドがで きるような法案を国

会に提出し、すでに 可決されました。 とは

いえ 2012 年の領土問題以来、特に 中国人

観光客がぱったりとこなくなりま した。東

日本大震災のあった 2011 年も、 三、四か

月後の 7 月には中国人観光客が 回復して

いたが、2012 年の反日デモの影 響は 1 年

以上継続しまし、業界はもちろ ん観光庁さ

え中国人観光客べったりの観 光政策を見

直すようになりました。 ところで中韓の反

日感情が高まる反面、 2016 年には史上最

多の中国人、韓国人が 訪日しました。我々

は反日＝日本嫌いと 単純化しがちですが、

反日は親日に対す るアンチテーゼ、つまり

敬愛する日本が 否定すべき日本の中に同

居するねじれた 構造になっていることを

忘れないでくだ さい。逆に日本の反中、嫌

韓は相手国に 対する敬愛の念が欠けるた

め、訪中・訪 韓客が激減するのです。 浮き

沈みが激しいこの業界に、私自身 は一介の

通訳案内士の端くれとして、国 策がどうで

あろうと日本を中韓の人々に 紹介できる

人材を養成することのみ考え、 日々授業準

備をしている次第です。 


